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１．はじめに

佐賀有明山脚地区において地盤調査を実施した．調査地点は有明湾沿岸の北西部に位置しており，わが国有

数の軟弱地盤 1)として知られている．今回，対象地盤に対し，電気式静的コーン貫入試験(CPT)を実施した．

さらに，不かく乱試料を採取し，室内試験を実施した．今回，使用した CPT は温度センサーの付いた装置で

あったが，初期値を取った時の水温は約 13℃であり，土中温度は約 17℃であった．CPT から得られる測定値

は，温度変化の影響を非常に受けやすい 2)ことが知られている．温度センサーのない CPT では，ゼロ点を地

中温度と合致させる事が重要であり，これにより得られる地盤特性地は大きく変化する．CPT から得られた測

定値を設計に反映させようとする動きもあるので，CPT から得られるせん断強さが温度変化によってどの程度

影響受けるのか検討を行ったので報告する．

2. 対象地盤および試験概要

地盤調査は CPT および固定ピストン式シンウォールサンプラーにより試料採取を行った．採取した試料に

対し物理試験および一軸圧縮試験を実施した．今回，使用した CPT の容量は，先端抵抗(qc)30MPa，間隙水圧

(ud)20Mpa，および周面摩擦(fs)0.5Mpa である．

佐賀有明山脚地区の地盤概要を図-1 に示す．当地区は完新世に堆積した軟弱地盤で，珪藻分析結果から湾

奥性の珪藻が優占種であり，堆積年代は深さ 8.5m で 8,255yrBP である．土粒子密度(ρs)は 2.60～2.65(g/cm3)

程度であり，一般的な海成粘性土のそれと同様な値であった．コンシステンシー特性は，全深度にわたって自

図-1 佐賀有明山脚地区地盤概要
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然含水比(wn)が液性限界(wL)より大きく乱されやすい土であ

る．液性指数(IL)は 1.3から 2.0と比較的大きな値を示す． ま

た，一軸圧縮強さは，およそ 18～50kPa にあり，深さ方向に

せん断強さが大きくなる正規圧密粘土地盤の特徴を示す．

3. 試験結果

図-2 に本サイトにて得られた CPT の結果を示す．CPT の

初期値は，CPT をあらかじめ水中に 1 時間程度放置し，CPT

プローブと水温が同じになった後に測定した．初期値を計測

した温度は 12.6℃であった．現地にて計測をした地中内温度

を用い補正を行った．図-2 に測定結果(温度補正なし)と地中

内温度で補正した(qt-v)を示す．地中温度は平均すると約

17.3℃であり，初期温度とは約 5℃の温度差が生じている．

温度補正を行った場合と補正無しの場合の(qt-v)の変化量は

約 16(kPa/℃)となっており，補正前後の応力では 1.2～2.5 倍

程度の差がみられる結果となった．

これら試験結果より得られたコーン係数(Nkt)は，温度補正

なしの場合それは約 12 であり，温度補正を行った場合のそ

れは約 7 となる．Nkt は温度補正前後で約 1.7 倍の差がみられ

る結果となった．

図-3に Nkt を 10 とした場合の CPT から得られた非排水せ

ん断強さ(温度補正あり，温度補正なし)ならびに一軸圧縮試

験により得られたせん断強さの深度分布の比較を示す．

これらを比較すると，温度補正をしたのかどうかによって，

得られるせん断強さが大きく異なる．CPT に温度センサー

付の装置が望まれる．

4. まとめ

CPT と一軸圧縮試験により，有明山脚の非排水せん断強

さを検討した結果，以下の知見が得られた．

1． CPT により得られる測定値は，温度変化の影響を非常に

受けやすく， 温度計測機能の無い CPT では，ゼロ点の

取り方しだいで原地盤を過大にも過小にも評価してし

まう可能性がある．

2．これを防ぐには地域毎に地中温度を示し，この地中温度

に近い温度で初期値を取ることが望まれる．
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図-2 CPT 結果
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